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データ解析による問題発見能力の育成

1. プロジェクト実施の背景と目的

数理工学科の教育目的は社会に現れる色々な現象か

ら問題を発見し， 数学を用いた問題解決能力の育成で

ある．そのーっとして，ものづくりの現場で現れる様々

なデー タから， 問題を発見する能力を育成することを

行っている．

実験， 調査によって得られたデー タから如何にして

問題を発見し， 解析していくかである． そのための有

用な方法が統計的デー タ解析法である． 当学科では，

2年次前期に「確率統計J' 3年次前期に「統計科学

第一Jの講義で， 理論にもとづく解析手法の説明を行
っている． それらの教育効果を上げるために， 3年次

後期の「統計科学第二」の講義では， 学科の計算機室

でパソコンを用いて， 統計的デー タ解析法の講義と実

習を同時に行っている． 統計的デー タ解析法を身につ

けるためには， 統計解析ソフトの使い方を通して講義

を行うのが最善であると思い， この科目が新設されて

から， 講義と実習を併用している． 現在， 学科の計算

機室の各パソコンには， ]MP (SAS）がインストールさ

れ て い る ． そ れ以外に 統計 解 析専用 ソ フ ト ，
JUSE-StatWorks （日科技研） ， 数値解析の ために
Mathematica，表計算ソフトエクセルがインストールさ

れている．統計科学第二の講義では，今年度は主に]MP
を用いた実習を行った．

この講義科目の改善への試みについて報告します．

最初に実施概要について説明します． その中で， 今回

授業改善に向けてのノウハウを取得するため， 同様な
講義を行っている他大学の先生との情報交換を行いま
した． それについての報告とそれにもとづいて， 今回
試みた方法とその問題点について報告します．最後に，

まとめと今後の課題について報告します．

2. 実践概要
2. 1統計科学第二

品質管理は， 企業や組織において， 製品またはサー

ピスの品質改善や問題を解決すために非常に重要です．

この授業の目的は， 品質管理において現れる様々な問
題に対して統計的手法を駆逐して行う統計的品質管理
を学生に身につけさせることにおいています． 具体的

には次の4つのテーマについて， 講義と JMP を用い

た実習を行った．

数理工学科 高田 佳和

• QC七つ道具

・ 計量値， 計数値の検定 ・ 推定
・ 独立性の検定

・ 多標本問題

講義はパ ワ ー ポイントを用いて行い， 事前にその資

料を学生に配布し， 更に， 実習用のデー タを教官のパ

ソコンから， 学生のパソコンにダウンロ ー ドできるよ

うにして行った．まず， 手法について解説した後，JMP

での解析方法を説明行い， その後， 事前に配布したデ
ー タを用いて実習を行った．

Q C七つ道具では， 特に， 問題発見に重要な管理図
（図1）， ヒストグラム， パ レート図， 特性要因図
（図2）等の作成を行った． 品質管理でよく現れる問

題を例にとり， その問題を解決するのに， 統計的手法
がどのように用いられるかを教えた．

図1 管理図
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図2 特性要因図
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2.2他大学との情報交換
授業改善のための一つの方法として， 他大学で行っ

ている同様の講義の良い点を取り入れることである．

そのため， 今回， 他大学から講師を招聴し， 学科の計
算機を用いて模擬講義を行っていただ

、
くことと， 他大

学を訪問し， そこで実践教育は拝聴することを計画し
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